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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、システム、およびデバ
イスについて説明する。ミリ波(mmW)スペクトルで動作
するワイヤレス通信システムは、ビーム追跡のために同
期信号を利用し得る。同期信号(たとえば、1次同期信号
(PSS)、2次同期信号(SSS)など)、ビーム基準信号、およ
び/または制御信号は、ビーム追跡を容易にするように
設計され得る。時間ドメイン内の反復シーケンスに基づ
く同期信号構造は、異なるビームを適時に探索すること
を容易にすることができる。いくつかの場合には、反復
同期信号構造は、より大きいトーン間隔を使用すること
、したがって、より短いシンボル持続時間を有し、時間
ドメイン内で短いシンボルを反復することによって、達
成され得る。反復構造はさらに、(たとえば、得られた
追加の自由度によって容易にされる)追加の情報を符号
化するために使用され得る。追加または代替として、同
期信号(たとえば、SSS)は、より良いピーク対平均電力
比(PAPR)を達成するために離散フーリエ変換(DFT)プリ
コーディングされ得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　同期信号を受信するステップと、
　前記同期信号内のシーケンスの複数の時間ドメイン反復を識別するステップと、
　前記シーケンスの前記複数の反復に少なくとも部分的に基づいて基地局と通信するため
の好ましいビーム方向を識別するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記同期信号を受信するための複数のトーンを識別するステップであって、前記同期信
号が、前記複数のトーンのサブセットを使用して受信され、前記シーケンスの前記複数の
時間ドメイン反復を含む単一のシンボルを含む、ステップをさらに含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項３】
　前記複数のトーンの前記サブセットに少なくとも部分的に基づいて情報の1つまたは複
数のビットを識別するステップをさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　指向性送信の追加の同期信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて前記複数のトーン
の前記サブセットを識別するステップをさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のトーンの前記サブセットが、前記同期信号を送信するために使用されない空
きトーンのサブセットによって分離された等間隔のトーンのサブセットを含む、請求項2
に記載の方法。
【請求項６】
　前記同期信号が、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きいトーン間隔と、追加の信
号のシンボル持続時間よりも小さいシンボル持続時間とを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記同期信号が複数のシンボルを含み、前記複数のシンボルの各々が前記シーケンスの
時間ドメイン反復を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のシンボルの各々が、前記複数のシンボルのうちの少なくとも1つのシンボル
に対する周波数シフトとは異なる周波数シフトを使用して受信される、請求項7に記載の
方法。
【請求項９】
　前記追加の信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて前記複数のシンボルの各々に対
する前記周波数シフトを識別するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記同期信号の前記複数のシンボルのためのカバーコードを識別するステップと、
　前記カバーコードに少なくとも部分的に基づいて前記同期信号に対して相関手順を実行
するステップと
をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１１】
　前記カバーコードが、前の同期信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて識別される
、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　相関手順に少なくとも部分的に基づいて前記同期信号の前記複数のシンボルのためのカ
バーコードを識別するステップと、
　前記カバーコードに少なくとも部分的に基づいて情報の1つまたは複数のビットを識別
するステップと
をさらに含む、請求項7に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記同期信号が2次同期信号(SSS)を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　同期信号を受信するステップと、
　前記同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行するステップと、
　前記DFTの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行するステップと、
　前記IDFTの前記出力に少なくとも部分的に基づいて無線機を同調させるステップと
を含む方法。
【請求項１５】
　前記DFTの前記出力に対してサブキャリアデマッピングを実行するステップであって、
前記DFTの前記出力に対して前記IDFTを実行するステップが、前記サブキャリアデマッピ
ングの出力に対して前記IDFTを実行するステップを含む、ステップをさらに含む、請求項
14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記DFTが高速フーリエ変換(FFT)を含むか、または前記IDFTが逆高速フーリエ変換(IFF
T)を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　前記同期信号の1つまたは複数の拡張トーンサンプルを識別するステップであって、前
記IFFTが、前記1つまたは複数の拡張トーンサンプルに少なくとも部分的に基づく、ステ
ップをさらに含む、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記同期信号が2次同期信号(SSS)を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　同期信号を生成するステップであって、前記同期信号がシーケンスの複数の時間ドメイ
ン反復を含む、ステップと、
　前記同期信号をユーザ機器(UE)に送信するステップと
を含む方法。
【請求項２０】
　前記同期信号が、前記シーケンスの前記複数の時間ドメイン反復を含む単一のシンボル
を含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記同期信号を送信するための複数のトーンを識別するステップと、
　1つまたは複数の情報ビットを識別するステップと、
　前記1つまたは複数の情報ビットに少なくとも部分的に基づいて前記複数のトーンのサ
ブセットを選択するステップであって、前記同期信号が、前記複数のトーンの前記サブセ
ットを使用して送信される、ステップと
をさらに含む、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数のトーンの前記サブセットが、前記同期信号を送信するために使用されない空
きトーンのサブセットによって分離された等間隔のトーンのサブセットを含む、請求項21
に記載の方法。
【請求項２３】
　前記同期信号が、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きいトーン間隔と、追加の信
号のシンボル持続時間よりも小さいシンボル持続時間とを含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２４】
　前記同期信号が2次同期信号(SSS)を含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
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　同期信号を生成するステップと、
　前記同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行するステップと
、
　前記DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行するステッ
プと、
　前記IDFTの出力をユーザ機器(UE)に送信するステップと
を含む方法。
【請求項２６】
　前記DFTプリコーディングの前記出力に対してサブキャリアマッピングを実行するステ
ップであって、前記DFTプリコーディングの前記出力に対して前記IDFTを実行するステッ
プが、前記サブキャリアマッピングの出力に対して前記IDFTを実行するステップを含む、
ステップをさらに含む、請求項25に記載の方法。
【請求項２７】
　前記DFTプリコーディングが高速フーリエ変換(FFT)プリコーディングを含むか、または
前記IDFTが逆高速フーリエ変換(IFFT)を含む、請求項25に記載の方法。
【請求項２８】
　1つまたは複数の拡張トーンサンプルを前記同期信号に付加するステップであって、前
記FFTプリコーディングまたは前記IDFTが、前記1つまたは複数の拡張トーンサンプルに少
なくとも部分的に基づく、ステップをさらに含む、請求項27に記載の方法。
【請求項２９】
　前記1つまたは複数の拡張トーンサンプルが1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサ
ンプルを含む、請求項28に記載の方法。
【請求項３０】
　前記同期信号が2次同期信号(SSS)を含む、請求項25に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2016年12月2日に出願された「Opt
imized Secondary Synchronization Signal」と題するAbediniらによる米国特許出願第15
/367,475号、および2016年6月1日に出願された「Optimized Secondary Synchronization 
Signal」と題するAbediniらによる米国仮特許出願第62/344,384号の優先権を主張する。
【０００２】
　以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、最適化された2次同期信号に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であり得る
。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接
続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交周波数分割多元接続
(OFDMA)システム(たとえば、ロングタームエボリューション(LTE)システム)を含む。ワイ
ヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)として知られていること
もある複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局
を含み得る。
【０００４】
　ミリ波(mmW)スペクトルで動作するワイヤレス通信システムは、ビームフォーミングを
用いることができる。同期信号(たとえば、1次同期信号(PSS)、2次同期信号(SSS)など)、
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ビーム基準信号、および/または制御信号は、異なる方向に複数回送信され得る(たとえば
、各送信は、異なるようにビームフォーミングされ得る)。準最適なビーム方向(たとえば
、アンテナアレイ構成)を使用して通信することは、復号効率および全体的なシステム性
能の低下をもたらす場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ミリ波(mmW)スペクトルで動作するワイヤレス通信システムは、ビーム追跡(たとえば、
送信機と受信機との間の最良のビームペアを見つける)のために同期(sync)信号またはチ
ャネルを利用し得る。すなわち、同期信号(たとえば、1次同期信号(PSS)、2次同期信号(S
SS)など)、ビーム基準信号、および/または制御信号は、ビーム追跡を容易にするように
設計され得る。たとえば、時間ドメイン内の反復シーケンスに基づく同期信号構造は、異
なるビームを適時に探索することを容易にすることができる。いくつかの場合には、反復
同期信号構造は、トーンのサブセット間の間隔を使用することによって、またはより大き
いトーン間隔を使用すること、したがって、より短いシンボル持続時間を有し、時間ドメ
イン内で短いシンボルを反復することによって、達成され得る。反復構造はさらに、(た
とえば、得られた追加の自由度によって容易にされる)追加の情報を符号化するために使
用され得る。追加または代替として、同期信号(たとえば、SSS)は、より良いピーク対平
均電力比(PAPR)を達成するために離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングされ得る。
【０００６】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、同期信号を受信するステップと、同
期信号内のシーケンスの複数の時間ドメイン反復を識別するステップと、シーケンスの複
数の反復に少なくとも部分的に基づいて基地局と通信するための好ましいビーム方向を識
別するステップとを含み得る。
【０００７】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、同期信号を受信するための手
段と、同期信号内のシーケンスの複数の時間ドメイン反復を識別するための手段と、シー
ケンスの複数の反復に少なくとも部分的に基づいて基地局と通信するための好ましいビー
ム方向を識別するための手段とを含み得る。
【０００８】
　ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、同期信
号を受信することと、同期信号内のシーケンスの複数の時間ドメイン反復を識別すること
と、シーケンスの複数の反復に少なくとも部分的に基づいて基地局と通信するための好ま
しいビーム方向を識別することとをプロセッサに行わせるように動作可能であり得る。
【０００９】
　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、同期信号を受信することと、同期信号内のシーケンスの複数の時
間ドメイン反復を識別することと、シーケンスの複数の反復に少なくとも部分的に基づい
て基地局と通信するための好ましいビーム方向を識別することとをプロセッサに行わせる
ように動作可能な命令を含み得る。
【００１０】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
同期信号を受信するための複数のトーンを識別するためのプロセス、特徴、手段、または
命令をさらに含み得、同期信号は、複数のトーンのサブセットを使用して受信され得、シ
ーケンスの複数の時間ドメイン反復を含む単一のシンボルを含む。
【００１１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
複数のトーンのサブセットに少なくとも部分的に基づいて情報の1つまたは複数のビット
を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
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【００１２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
指向性送信の追加の同期信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて複数のトーンのサブ
セットを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、複数のトーンのサブセットは、任意の信号を送信するために使用されないことがある空
きトーンのサブセットによって分離された等間隔のトーンのサブセットを含む。上記で説
明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、同期信号
は、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きくてもよいトーン間隔と、追加の信号のシ
ンボル持続時間よりも小さくてもよいシンボル持続時間とを含む。
【００１４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は複数のシンボルを含み、複数のシンボルの各々はシーケンスの時間ドメイン
反復を含む。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、複数のシンボルの各々は、複数のシンボルのうちの少なくとも1つのシンボ
ルに対する周波数シフトとは異なり得る周波数シフトを使用して受信され得る。
【００１５】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
追加の信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて複数のシンボルの各々に対する周波数
シフトを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説
明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、同期信号の
複数のシンボルのためのカバーコードを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命
令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの例は、カバーコードに少なくとも部分的に基づいて同期信号に対して相関手
順を実行するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１６】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、カバーコードは、前の同期信号の識別子に少なくとも部分的に基づいて識別され得る。
上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、相
関手順に少なくとも部分的に基づいて同期信号の複数のシンボルのためのカバーコードを
識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明した方
法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、カバーコードに少な
くとも部分的に基づいて情報の1つまたは複数のビットを識別するためのプロセス、特徴
、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１７】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は指向性送信において受信され得る。上記で説明した方法、装置、および非一
時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、指向性送信はミリ波(mmW)送信を含む。
上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
同期信号は2次同期信号(SSS)を含む。
【００１８】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、同期信号を受信するステップと、同
期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行するステップと、DFTの出力に対して逆離散
フーリエ変換(IDFT)を実行するステップと、IDFTの出力に少なくとも部分的に基づいて無
線機を同調させるステップとを含み得る。
【００１９】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、同期信号を受信するための手
段と、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行するための手段と、DFTの出力に対
して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行するための手段と、IDFTの出力に少なくとも部分的
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に基づいて無線機を同調させるための手段とを含み得る。
【００２０】
　ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、同期信
号を受信することと、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行することと、DFTの
出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行することと、IDFTの出力に少なくとも部分
的に基づいて無線機を同調させることとをプロセッサに行わせるように動作可能であり得
る。
【００２１】
　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、同期信号を受信することと、同期信号に対して離散フーリエ変換
(DFT)を実行することと、DFTの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行することと
、IDFTの出力に少なくとも部分的に基づいて無線機を同調させることとをプロセッサに行
わせるように動作可能な命令を含み得る。
【００２２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
DFTの出力に対してサブキャリアデマッピングを実行するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得、DFTの出力に対してIDFTを実行することは、サブキャリアデ
マッピングの出力に対してIDFTを実行することを含む。上記で説明した方法、装置、およ
び非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、DFTは高速フーリエ変換(FFT)を含
むか、またはIDFTは逆高速フーリエ変換(IFFT)を含む。
【００２３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
同期信号の1つまたは複数の拡張トーンサンプルを識別するためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得、IFFTは、1つまたは複数の拡張トーンサンプルに少なくと
も部分的に基づき得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの例では、1つまたは複数の拡張トーンサンプルは、1つまたは複数のサイク
リック拡張トーンサンプルを含む。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュ
ータ可読媒体のいくつかの例では、同期信号は2次同期信号(SSS)を含む。
【００２４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は指向性送信において受信され得る。上記で説明した方法、装置、および非一
時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、指向性送信はミリ波(mmW)送信を含む。
【００２５】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、同期信号を生成するステップであっ
て、同期信号がシーケンスの複数の時間ドメイン反復を含む、ステップと、同期信号をユ
ーザ機器(UE)に送信するステップとを含み得る。
【００２６】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、同期信号を生成するための手
段であって、同期信号がシーケンスの複数の時間ドメイン反復を含む、手段と、同期信号
をユーザ機器(UE)に送信するための手段とを含み得る。
【００２７】
　ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、同期信
号を生成することであって、同期信号がシーケンスの複数の時間ドメイン反復を含む、生
成することと、同期信号をユーザ機器(UE)に送信することとをプロセッサに行わせるよう
に動作可能であり得る。
【００２８】
　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、同期信号を生成することであって、同期信号がシーケンスの複数
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の時間ドメイン反復を含む、生成することと、同期信号をユーザ機器(UE)に送信すること
とをプロセッサに行わせるように動作可能な命令を含み得る。
【００２９】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は、シーケンスの複数の時間ドメイン反復を含む単一のシンボルを含む。上記
で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、同期信
号を送信するための複数のトーンを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令を
さらに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例は、1つまたは複数の情報ビットを識別するためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。
【００３０】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
1つまたは複数の情報ビットに少なくとも部分的に基づいて複数のトーンのサブセットを
選択するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、同期信号は、複数の
トーンのサブセットを使用して送信され得る。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、複数のトーンのサブセットは、任意の信号
を送信するために使用されないことがある空きトーンのサブセットによって分離された等
間隔のトーンのサブセットを含む。
【００３１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きくてもよいトーン間隔と、追加
の信号のシンボル持続時間よりも小さくてもよいシンボル持続時間とを含む。上記で説明
した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、同期信号は
複数のシンボルを含み、複数のシンボルの各々はシーケンスの時間ドメイン反復を含む。
【００３２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、複数のシンボルの各々は、複数のシンボルのうちの少なくとも1つのシンボルに対する
周波数シフトとは異なり得る周波数シフトを使用して送信され得る。上記で説明した方法
、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、追加の同期信号の識別
子に少なくとも部分的に基づいて複数のシンボルの各々に対する周波数シフトを識別する
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
同期信号の複数のシンボルのためのカバーコードを選択するためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得、同期信号は、カバーコードに少なくとも部分的に基づいて
送信され得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、UEのための1つまたは複数の情報ビットを識別するためのプロセス、特徴、
手段、または命令をさらに含み得、カバーコードは、1つまたは複数の情報ビットに少な
くとも部分的に基づいて選択され得る。
【００３４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は指向性送信において送信される。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、指向性送信はミリ波(mmW)送信を含む。上
記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、同
期信号は2次同期信号(SSS)を含む。
【００３５】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、同期信号を生成するステップと、同
期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行するステップと、DFTプリ
コーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行するステップと、IDFTの出
力をユーザ機器(UE)に送信するステップとを含み得る。
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【００３６】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、同期信号を生成するための手
段と、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行するための手段
と、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行するための手
段と、IDFTの出力をユーザ機器(UE)に送信するための手段とを含み得る。
【００３７】
　ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、同期信
号を生成することと、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行
することと、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行する
ことと、IDFTの出力をユーザ機器(UE)に送信することとをプロセッサに行わせるように動
作可能であり得る。
【００３８】
　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、同期信号を生成することと、同期信号に対して離散フーリエ変換
(DFT)プリコーディングを実行することと、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フ
ーリエ変換(IDFT)を実行することと、IDFTの出力をユーザ機器(UE)に送信することとをプ
ロセッサに行わせるように動作可能な命令を含み得る。
【００３９】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
DFTプリコーディングの出力に対してサブキャリアマッピングを実行するためのプロセス
、特徴、手段、または命令をさらに含み得、DFTプリコーディングの出力に対してIDFTを
実行することは、サブキャリアマッピングの出力に対してIDFTを実行することを含む。上
記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、DF
Tプリコーディングは高速フーリエ変換(FFT)プリコーディングを含むか、またはIDFTは逆
高速フーリエ変換(IFFT)を含む。
【００４０】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
1つまたは複数の拡張トーンサンプルを同期信号に付加するためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得、FFTプリコーディングまたはIDFTは、1つまたは複数の拡張
トーンサンプルに少なくとも部分的に基づき得る。上記で説明した方法、装置、および非
一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、1つまたは複数の拡張トーンサンプル
は、1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサンプルを含む。
【００４１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号は指向性送信において送信される。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、指向性送信はミリ波(mmW)送信を含む。上
記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、同
期信号は2次同期信号(SSS)を含む。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤレス通信
のためのシステムの一例を示す図である。
【図２】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤレス通信
のためのシステムの一例を示す図である。
【図３】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートする反復同期信号シ
ーケンス構成の一例を示す図である。
【図４】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートする反復同期信号シ
ーケンス構成の一例を示す図である。
【図５】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするプロセスフロー



(10) JP 2019-522407 A 2019.8.8

10

20

30

40

50

の一例を示す図である。
【図６】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするプロセスフロー
の一例を示す図である。
【図７】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブロ
ック図である。
【図８】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブロ
ック図である。
【図９】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブロ
ック図である。
【図１０】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするUEを含むシス
テムのブロック図である。
【図１１】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブ
ロック図である。
【図１２】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブ
ロック図である。
【図１３】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイスのブ
ロック図である。
【図１４】本開示の態様による、最適化された2次同期信号をサポートする基地局を含む
システムのブロック図である。
【図１５】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【図１６】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【図１７】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【図１８】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【図１９】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【図２０】本開示の態様による、最適化された2次同期信号のための方法を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　ミリ波(mmW)スペクトルで動作するワイヤレス通信システムは、ビーム追跡(たとえば、
送信機と受信機との間の最良のビームペアを見つける)のために同期(sync)信号またはチ
ャネルを利用し得る。すなわち、同期信号(たとえば、1次同期信号(PSS)、2次同期信号(S
SS)など)、ビーム基準信号、および/または制御信号は、ビーム追跡を容易にするように
設計され得る。たとえば、時間ドメイン内の反復シーケンスに基づく同期信号構造は、異
なるビームを適時に探索することを容易にすることができる。
【００４４】
　いくつかの場合には、反復同期信号構造は、トーンのサブセット間の間隔を使用するこ
とによって、またはより大きいトーン間隔を使用すること、したがって、より短いシンボ
ル持続時間を有し、時間ドメイン内で短いシンボルを反復することによって、達成され得
る。各シンボルがサイクリックプレフィックス(CP)を有する一方で、反復される短いシン
ボルに基づくシーケンスを有することは、時間ドメインにおける反復同期信号の間のより
多くの時間を可能にし得る。すなわち、より大きいトーン間隔を用いて短いシンボルを反
復することは、受信デバイスが連続する同期信号シンボルの間のビームを切り替えるため
のより多くの時間を可能にし得る。反復構造はさらに、(たとえば、得られた追加の自由
度によって容易にされる)追加の情報を符号化するために使用され得る。追加または代替
として、同期信号(たとえば、SSS)は、より良いピーク対平均電力比(PAPR)を達成するた
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めに離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングされ得る。
【００４５】
　本開示の態様について、最初にワイヤレス通信システムの文脈で説明する。次いで、最
適化された2次同期信号の構成に加えて、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤ
レスシステムの例について説明する。本開示の態様について、最適化された2次同期信号
に関する装置の図、システムの図、およびフローチャートによってさらに示し、それらを
参照しながら説明する。
【００４６】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の一例を示す。ワイヤ
レス通信システム100は、基地局105、UE115、およびコアネットワーク130を含む。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信システム100は、LTE(またはLTEアドバンスト)ネットワーク
であり得る。
【００４７】
　ワイヤレス通信システム100は、700MHzから2600MHz(2.6GHz)の周波数帯域を使用する超
高周波(UHF)周波数領域で動作し得るが、いくつかの場合には、WLANネットワークは、4GH
zもの高い周波数を使用し得る。この領域は、デシメートル帯域として知られることもあ
り、その理由は、波長が約1デシメートルから1メートルの長さに及ぶからである。UHF波
は、主に見通し線によって伝搬することができ、ビルおよび環境的な特徴によってブロッ
クされ得る。しかしながら、波は、屋内に位置するUE115にサービスを提供するために十
分に壁を貫通することができる。UHF波の送信は、スペクトルの高周波(HF)または超高周
波(VHF)部分のより小さい周波数(および、より長い波)を使用する送信と比較して、より
小型のアンテナおよびより短距離(たとえば、100km未満)によって特徴づけられる。いく
つかの場合には、ワイヤレス通信システム100は、スペクトルの極高周波(EHF)部分(たと
えば、30GHzから300GHz)を利用することもできる。この領域は、ミリメートル帯域として
知られることもあり、その理由は、波長が約1ミリメートルから1センチメートルの長さに
及ぶからである。したがって、EHFアンテナは、UHFアンテナよりもさらに小型であり、よ
り間隔が密であり得る。いくつかの場合には、これは、UE115内の(たとえば、指向性ビー
ムフォーミングのための)アンテナアレイの使用を容易にすることができる。しかしなが
ら、EHF送信は、UHF送信よりもさらに大きい大気減衰を受けることがあり、距離がより短
いことがある。
【００４８】
　ワイヤレス通信システム100は、UE115と基地局105との間のミリ波(mmW)通信をサポート
し得る。mmWデバイス(たとえば、UE115および基地局105)は、ビームフォーミングを可能
にするために複数のアンテナを有し得る。すなわち、基地局105は、UE115との指向性通信
のためのビームフォーミング動作を実施するために複数のアンテナまたはアンテナアレイ
を使用し得る。ビームフォーミング(空間フィルタリングと呼ばれることもある)は、アン
テナビーム全体をシェーピングするおよび/またはターゲット受信機(たとえば、UE115)の
方向にステアリングするために送信機(たとえば、基地局105)において使用され得る信号
処理技法である。これは、特定の角度における送信信号が強め合う干渉を受ける一方で、
他の角度における送信信号が弱め合う干渉を受けるように、アンテナアレイ内の要素を組
み合わせることによって達成され得る。多入力多出力(MIMO)ワイヤレスシステムは、送信
機(たとえば、基地局)と受信機(たとえば、UE)との間の送信方式を使用し、送信機と受信
機の両方は、複数のアンテナを備える。ワイヤレス通信システム100のいくつかの部分は
、ビームフォーミングを使用し得る。たとえば、基地局105は、基地局105がUE115との通
信におけるビームフォーミングのために使用し得るアンテナポートのいくつかの行および
列を有するアンテナアレイを有し得る。
【００４９】
　同期(たとえば、セル捕捉)は、同期ソース(たとえば、基地局105)によって送信された
同期信号またはチャネルを使用して実行され得る。同期信号は、1次同期信号(PSS)、2次
同期信号(SSS)、物理ブロードキャストチャネル(PBCH)などを含み得る。ワイヤレスネッ
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トワークにアクセスしようと試みるUE115は、基地局105からのPSSを検出することによっ
て、初期セル探索を実行し得る。PSSは、スロットタイミングの同期を可能にし得、物理
レイヤ識別情報値を示し得る。PSSは、タイミングおよびセル識別情報(たとえば、PCID)
の周波数部分を捕捉するために利用され得る。次いで、UE115はSSSを受信し得る。SSSは
、無線フレーム同期を可能にし得、セルを識別するために物理レイヤ識別情報値と組み合
わされ得るセル識別情報値を提供し得る。SSSはまた、複信モードおよびサイクリックプ
レフィックス長の検出を可能にし得る。SSSは、完全なPCIDおよび他のシステム情報(たと
えば、サブフレームインデックス)を捕捉するために使用され得る。PBCHは、捕捉のため
に必要とされる追加のシステム情報(たとえば、帯域幅、フレームインデックスなど)を捕
捉するために使用され得る。PSSおよびSSSを受信した後、UE115は、ブロードキャスト情
報のためのダウンリンク物理チャネル(たとえば、物理ブロードキャストチャネル(PBCH))
で送信され得るMIBを受信し得る。MIBは、システム帯域幅情報、SFN、およびPHICH構成を
含み得る。MIBを復号した後、UE115は、1つまたは複数のSIBを受信し得る。
【００５０】
　同期信号(たとえば、PSS、SSSなど)は、異なる方向において複数回送信され得る(たと
えば、各送信は、異なるようにビームフォーミングされ得る)。mmW受信機(たとえば、UE1
15)は、同期信号を受信しながら、複数のビーム(たとえば、アンテナサブアレイ)を試み
ることができる。
【００５１】
　ワイヤレス通信システム100の要素(たとえば、UE115および基地局105)は、フーリエ変
換を実施するデジタル信号プロセッサ(DSP)を利用し得る。離散フーリエ変換(DFT)は、離
散時間データセットを離散周波数表現に変換し得る。離散周波数表現は、情報を周波数ド
メイン内のサブキャリアにマッピングするために使用され得る。さらに、逆離散フーリエ
変換(IDFT)は、離散周波数表現(たとえば、サブキャリアにおいて表される情報)を離散時
間表現(たとえば、時間ドメインにおいて情報を搬送する信号)に変換するために使用され
得る。たとえば、送信機は、情報をサブキャリアにマッピングするためにDFTを実行し、
その後、サブキャリアに含まれる情報を時間的に変化する信号に変換して元の情報を搬送
するためにIDFTを実行し得る。
【００５２】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してUE115とワイヤレス通信し得る
。各基地局105は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信カバレージを提供し得る
。ワイヤレス通信システム100中に示されている通信リンク125は、UE115から基地局105へ
のUL送信、または基地局105からUE115へのDL送信を含み得る。UE115は、ワイヤレス通信
システム100全体にわたって分散されてもよく、各UE115は固定またはモバイルであり得る
。UE115は、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末(
AT)、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または同様の用語で呼ばれる
こともある。UE115はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス
、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、MTCデバイスなどで
あり得る。
【００５３】
　基地局105は、コアネットワーク130および互いと通信し得る。たとえば、基地局105は
、バックホールリンク132(たとえば、S1など)を通してコアネットワーク130とインターフ
ェースし得る。基地局105は、バックホールリンク134(たとえば、X2など)を介して直接ま
たは間接的に(たとえば、コアネットワーク130を通して)のいずれかで互いと通信し得る
。基地局105は、UE115との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか
、または基地局コントローラ(図示せず)の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地
局105は、マクロセル、スモールセル、ホットスポットなどであり得る。基地局105は、e
ノードB(eNB)105と呼ばれることもある。
【００５４】
　いくつかの場合には、基地局105またはUE115のアンテナは、1つまたは複数のアンテナ
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アレイ内に位置し得る。1つまたは複数の基地局アンテナまたはアンテナアレイは、アン
テナタワーなどのアンテナアセンブリにおいてコロケートされ得る。いくつかの場合には
、基地局105に関連付けられたアンテナまたはアンテナアレイは、多様な地理的ロケーシ
ョンに位置し得る。基地局105は、UE115との指向性通信のためのビームフォーミング動作
を実施するために複数のアンテナまたはアンテナアレイを使用し得る。
【００５５】
　ワイヤレスネットワークにアクセスしようと試みるUE115は、基地局105からのPSSを検
出することによって、初期セル探索を実行し得る。PSSは、スロットタイミングの同期を
可能にし得、物理レイヤ識別情報値を示し得る。次いで、UE115はSSSを受信し得る。SSS
は、無線フレーム同期を可能にし得、セルを識別するために物理レイヤ識別情報値と組み
合わされ得るセル識別情報値を提供し得る。SSSはまた、複信モードおよびサイクリック
プレフィックス長の検出を可能にし得る。TDDシステムなどの一部のシステムは、SSSを送
信するが、PSSを送信しないことがある。PSSとSSSの両方は、それぞれ、キャリアの中央
の62個のサブキャリアおよび72個のサブキャリアにあり得る。PSSおよびSSSを受信した後
、UE115は、PBCHにおいて送信され得るMIBを受信し得る。MIBは、システム帯域幅情報、S
FN、およびPHICH構成を含み得る。MIBを復号した後、UE115は、1つまたは複数のSIBを受
信し得る。たとえば、SIB1は、他のSIBのセルアクセスパラメータおよびスケジューリン
グ情報を含み得る。SIB1を復号することは、UE115がSIB2を受信することを可能にし得る
。SIB2は、RACH手順、ページング、PUCCH、PUSCH、電力制御、SRS、およびセル禁止に関
するRRC構成情報を含み得る。
【００５６】
　図2は、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤレス通信システム200の一例を
示す。いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム200は、図1を参照しながら説明した
ようなUE115または基地局105によって実行される技法の態様を表し得る。
【００５７】
　ワイヤレス通信システム200(たとえば、mmWシステム)は、ビーム追跡(たとえば、送信
機と受信機との間の最良のビームペアを見つける)のために同期(sync)信号またはチャネ
ルを利用し得る。すなわち、同期信号(たとえば、PSS、SSSなど)は、ビーム追跡を容易に
するように設計され得る。たとえば、時間ドメインにおける反復同期信号構造は、(たと
えば、基地局105-aによって送信された)異なるビーム205を適時に探索することを容易に
することができる。いくつかの場合には、反復同期信号構造は、トーンのサブセット間の
間隔を使用することによって、またはより大きいトーン間隔を使用すること、したがって
、より短いシンボル持続時間を有し、時間ドメイン内で短いシンボルを反復することによ
って、達成され得る。反復構造はさらに、(たとえば、得られた追加の自由度によって容
易にされる)追加の情報を符号化するために使用され得る。追加または代替として、同期
信号(たとえば、SSS)は、より良いPAPRを提供するためにDFTプリコーディングされ得る。
【００５８】
　周波数ドメインにおけるトーン分離を有する信号構造が構成され得る。すなわち、ヌル
トーン(たとえば、空きトーンまたはゼロに設定されたトーン)によって同期信号サンプル
トーンを分離することは、時間ドメインにおける反復構造を有する信号をもたらし得る。
たとえば、周波数ドメインでは、同期信号サンプルは、K個のトーン離れたトーンのサブ
セットにマッピングされ得る。すなわち、利用可能なN個のトーンのうち、同期信号はN/K
個のトーンを占めることができるが、残りの(N-N/K)個のトーンはゼロ(たとえば、「0」)
に設定される。時間ドメインでは、IDFTの後、同期信号シンボルは、K回反復される波形
から成り得る。
【００５９】
　周波数ドメインにおけるより大きいトーン間隔は、時間ドメインにおけるより短いシン
ボルをもたらすことができ、より短いシンボルは、時間ドメインにおける反復同期信号構
造を達成するために反復され得る。すなわち、同期信号は、より大きいトーン間隔を使用
し、したがって、他のシンボルと比較してより短いシンボル持続時間を有し得る。たとえ
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ば、トーン間隔がK倍に増加する場合、同期信号シンボル持続時間はK分の1に低減され得
る。得られた短い同期信号シンボル(たとえば、サイクリックプレフィックス(CP)を有す
る)は、K回反復され得る。トーン間隔は、様々な同期信号(たとえば、PSS、SSSなど)のた
めの異なるトーン間隔およびシンボル持続時間を有するように、より広く表され得る。K
個の連続する同期信号シンボルはそれぞれ、k=0,...,k-1の場合、周波数シフトfkを有し
得る。たとえば、Δf=kf0、ただしfk=Kf0、はトーン間隔である。たとえば、式(1)におい
て、n=0, … , N/K-1の場合、X(n)が、時間ドメインにおける基本同期信号シーケンス(た
とえば、CPなし)を示すとする。k番目の送信される同期信号シンボルは、
【数１】

になり得る。周波数シフト{f0,f1,...,fK-1}の値は、PSSに基づいて決定され得る。
【００６０】
　反復同期信号構造は、情報を符号化するために使用され得る。N個の利用可能なトーン
は、Kトーン分離を伴うN/K個のトーンを各々が有するK個のサブセットに分割され得る。l
og2(K)ビットの情報は、同期信号を送信するためにK個のサブセットのうちのどれが使用
されるかに基づいて符号化され得る。たとえば、k番目のセット(k=0,...,K-1の場合)のト
ーンインデックスは、
【数２】

であり得る。追加または代替として、K長のカバーコードは、時間ドメインにおけるK個の
短い同期信号シンボルに適用され得る。たとえば、K=4の場合、式(2)の4つのアダマール
コードのうちの1つが適用され得る。
{[1,1,1,1], [1,-1,1,-1], [1,1,-1,-1], [1,-1,-1,1]}　　(2)
【００６１】
　Xkが、カバーコードなしの、時間ドメインにおけるk番目の同期信号シンボルを示すと
すると、4つの可能性は、[X1,X2,X3,X4]、[X1,-X2,X3,-X4]、[X1,X2,-X3,-X4]、および[X

1,-X2,-X3,X4]であり得る。これらの追加の自由度は、受信機(たとえば、UE115-a)がブラ
インド検出のために使用し得るシステム情報の一部(たとえば、シンボル/フレーム番号お
よび/またはセルID)を符号化するために使用され得る。さらに、追加の自由度は、同期信
号の再使用係数を改善し、同期信号シーケンスの中でより良い直交化を実現するために使
用され得る。たとえば、トーンのセットは、PSS識別情報(ID)を使用して(たとえば、UE11
5-aはブラインド検出を用いないことがある)またはセルIDに基づいて決定され得る。
【００６２】
　同期信号は、ピーク対平均電力比(PAPR)を低減するためにDFTプリコーディングされ得
る。すなわち、受信機(たとえば、UE115-a)は、DFTプリコーディングされた同期信号のID
FTの出力に基づいて無線機を同調させ得る。DFTおよびIDFTは、複雑性が低減された受信
機アルゴリズムを可能にするために、高速フーリエ変換(FFT)および逆高速フーリエ変換(
IFFT)に置き換えられ得る。同期信号基本シーケンス長は、2のべき乗となるように選択さ
れ得る。n長の同期信号基本シーケンスは、たとえば、サイクリック拡張によって、また
はトーン拡張によって、最も近い2のべき乗に拡張され得る(たとえば、64個のトーンに拡
張された62個のトーンの同期信号シーケンス)。2のべき乗である同期信号シーケンス長は
、受信機処理を簡略化することができる。
【００６３】
　図3は、最適化された2次同期信号のための反復同期信号シーケンス構成300の一例を示
す。いくつかの場合には、反復同期信号シーケンス構成300は、図1を参照しながら説明し
たようなUE115または基地局105によって実行される技法の態様を表し得る。
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【００６４】
　周波数領域305は、周波数ドメインにおいてN個のトーンを含み得る。N個のトーンの各
々は、距離f0だけ互いから離間され得る。周波数領域305は、同期信号サンプルトーン310
およびヌルトーン315を含み得る。
【００６５】
　同期信号サンプルトーン310は、K個のトーンのうち1個にマッピングされ得るが、残り
のトーンはゼロに設定される(たとえば、ヌルトーン315として設定される)。例示的な反
復同期信号シーケンス構成300では、同期信号サンプルトーン310は、N個のトーンの4個の
トーンのうち1個(たとえば、K=4)にマッピングされる。すなわち、同期信号サンプルトー
ン310-aは、同期信号サンプルトーン310-bが後に続く3個のヌルトーン315によって分離さ
れる。
【００６６】
　次いで、周波数領域305に含まれる情報に対してIDFT320が実行され得る。次いで、CP追
加プロセス325が実行され得る。(たとえば、時間ドメインにおける)時間領域330は、IDFT
320およびCP追加プロセス325の後に得られた情報を含む。すなわち、時間領域330は、K個
(たとえば、K=4)の同期信号サブシンボル340が後に続くCP335を含む。
【００６７】
　図4は、最適化された2次同期信号のための反復同期信号シーケンス構成400の一例を示
す。いくつかの場合には、反復同期信号シーケンス構成400は、図1を参照しながら説明し
たようなUE115または基地局105によって実行される技法の態様を表し得る。
【００６８】
　周波数領域405は、周波数ドメインにおいてN/K個のトーンを含み得る。N/K個のトーン
の各々は、各同期信号サンプルトーン410間のKf0のトーン間隔から生じ得る。たとえば、
同期信号サンプルトーン410-aは、同期信号サンプルトーン410-bからKf0の距離をあけて
離間され得る。すなわち、N/K個の同期信号サンプルトーン410が離間され、周波数領域40
5(たとえば、ヌルトーンなし)を拡張することができる。
【００６９】
　次いで、周波数領域405に含まれる情報に対してIDFT415が実行され得る。次いで、CP追
加プロセス420が実行され得る。(たとえば、時間ドメインにおける)時間領域425は、IDFT
415およびCP追加プロセス420の後に得られた情報を含む。すなわち、時間領域425は、CP4
30および同期信号シンボル435を含む。
【００７０】
　図5は、最適化された2次同期信号のためのプロセスフロー500の一例を示す。いくつか
の場合には、プロセスフロー500は、図1を参照しながら説明したようなUE115または基地
局105によって実行される技法の態様を表し得る。
【００７１】
　ステップ505において、基地局105-bは、シーケンスの時間ドメイン反復を含む同期信号
(たとえば、SSS)を生成し得る。基地局105-bはさらに、情報ビットを識別し、情報ビット
に基づいて同期信号を送信するためのトーンのセットを選択し得る。いくつかの場合には
、トーンは、指向性送信の追加の同期信号の識別子に基づいて識別され得る。同期信号は
、シーケンスの時間ドメイン反復である複数のシンボルを含み得る。
【００７２】
　ステップ510において、基地局105-bは、同期信号をUE115-bに送信し得る。同期信号は
、mmWスペクトルを介した指向性送信を使用して送信され得る。
【００７３】
　ステップ515において、UE115-bは、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復を識別
し得る。UE115-bは、同期信号を受信するためのトーンを識別し、トーンに基づいて情報
のビットを識別し得る。シンボルの各々に対する周波数シフトは、追加の同期信号の識別
子に基づいて識別され得る。さらに、同期信号のシンボルについてカバーコードが識別さ
れ得る。カバーコードに基づいて、同期信号に対して相関手順が実行され得る。代替的に
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、カバーコードは相関手順に基づいて識別されてもよく、情報ビットはカバーコードに基
づいて識別されてもよい。
【００７４】
　ステップ520において、UE115-bは、基地局105-bと通信するための好ましいビーム方向
を識別し得る。好ましいビーム方向は、複数のビームまたはアンテナサブアレイを使用し
て反復シーケンスを受信する試みに基づいて識別され得る。ステップ525において、UE115
-bは、ランダムアクセスチャネル(RACH)手順を実行し、ステップ520において識別された
好ましいビーム方向を介して基地局105-bと通信し得る。
【００７５】
　図6は、最適化された2次同期信号のためのプロセスフロー600の一例を示す。いくつか
の場合には、プロセスフロー600は、図1を参照しながら説明したようなUE115または基地
局105によって実行される技法の態様を表し得る。
【００７６】
　ステップ605において、基地局105-cは、同期信号に対してDFTプリコーディングを実行
し得る。すなわち、基地局105-cは、DFTプリコーディングの出力をマッピングし得る。い
くつかの場合には、DFTプリコーディングはFFTプリコーディングを含み得る。ステップ61
0において、基地局105-cは、送信するための同期信号を準備するために、ステップ605に
おいて実行されたDFTの出力(たとえば、サブキャリアマッピングの出力)に対してIDFTを
実行し得る。いくつかの場合には、IDFTはIFFTプリコーディングを含み得る。
【００７７】
　ステップ615において、基地局105-cは、IDFTの出力をUE115-cに送信し得る。IDFTの出
力は、mmWスペクトルを介した指向性送信を使用して送信され得る。いくつかの場合には
、送信はサイクリック拡張トーンサンプルを含み得る。
【００７８】
　ステップ620において、UE115-cは、受信された同期信号に対してDFTを実行し得る。DFT
の出力に対するサブキャリアデマッピングが実行され得る。ステップ625において、UE115
-cは、ステップ620において実行されたDFTの出力に対してIDFTを実行し得る。DFTの出力
に対してIDFTを実行することは、サブキャリアデマッピングの出力に対してIDFTを実行す
ることを含み得る。ステップ630において、UE115-cは、IDFTの出力に基づいて、基地局10
5-cと通信するための無線機を同調させ得る。
【００７９】
　図7は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤレ
スデバイス705のブロック図700を示す。ワイヤレスデバイス705は、図1を参照しながら説
明したようなUE115の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス705は、受信機710、UE
通信マネージャ715、および送信機720を含み得る。ワイヤレスデバイス705はまた、プロ
セッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介し
て)互いと通信している場合がある。
【００８０】
　受信機710は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネルなど)に関連付けられた制御情報などの情報、および最適化され
た2次同期信号に関する情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に渡され得
る。受信機710は、図10を参照しながら説明するトランシーバ1035の態様の一例であり得
る。
【００８１】
　受信機710は、同期信号を受信し得る。いくつかの場合には、同期信号は指向性送信に
おいて受信される。いくつかの場合には、指向性送信はミリ波(mmW)送信を含む。いくつ
かの場合には、同期信号は2次同期信号(SSS)である。
【００８２】
　UE通信マネージャ715は、図10を参照しながら説明するUE通信マネージャ1015の態様の
一例であり得る。UE通信マネージャ715は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復
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のセットを識別し、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通信するための好ま
しいビーム方向を識別し、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行し、DFTの出力
に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行し、IDFTの出力に基づいて無線機を同調させ得
る。
【００８３】
　送信機720は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機720は、トランシーバモジュールにおいて受信機710とコロケートされ
得る。たとえば、送信機720は、図10を参照しながら説明するトランシーバ1035の態様の
一例であり得る。送信機720は、単一のアンテナを含んでもよく、またはアンテナのセッ
トを含んでもよい。
【００８４】
　図8は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤレ
スデバイス805のブロック図800を示す。ワイヤレスデバイス805は、図1および図7を参照
しながら説明したようなワイヤレスデバイス705またはUE115の態様の一例であり得る。ワ
イヤレスデバイス805は、受信機810、UE通信マネージャ815、および送信機820を含み得る
。ワイヤレスデバイス805はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(
たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いと通信している場合がある。
【００８５】
　受信機810は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネルなど)に関連付けられた制御情報などの情報、および最適化され
た2次同期信号に関する情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に渡され得
る。受信機810は、図10を参照しながら説明するトランシーバ1035の態様の一例であり得
る。
【００８６】
　UE通信マネージャ815は、図10を参照しながら説明するUE通信マネージャ1015の態様の
一例であり得る。UE通信マネージャ815はまた、反復シーケンス構成要素825、ビーム方向
構成要素830、DFT構成要素835、IDFT構成要素840、および同期構成要素845を含み得る。
【００８７】
　反復シーケンス構成要素825は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復のセット
を識別し得る。いくつかの場合には、同期信号はシンボルのセットを含み、シンボルのセ
ットの各々はシーケンスの時間ドメイン反復を含む。
【００８８】
　ビーム方向構成要素830は、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通信する
ための好ましいビーム方向を識別し得る。DFT構成要素835は、同期信号に対して離散フー
リエ変換(DFT)を実行し得る。
【００８９】
　IDFT構成要素840は、DFTの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行し、同期信号
の1つまたは複数の拡張トーンサンプルを識別し得、IFFTは、1つまたは複数の拡張トーン
サンプルに基づく。いくつかの場合には、DFTは高速フーリエ変換(FFT)を含むか、または
IDFTは逆高速フーリエ変換(IFFT)を含む。いくつかの場合には、1つまたは複数の拡張ト
ーンサンプルは、1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサンプルを含む。
【００９０】
　同期構成要素845は、IDFTの出力に基づいて無線機を同調させ得る。
【００９１】
　送信機820は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機820は、トランシーバモジュールにおいて受信機810とコロケートされ
得る。たとえば、送信機820は、図10を参照しながら説明するトランシーバ1035の態様の
一例であり得る。送信機820は、単一のアンテナを含んでもよく、またはアンテナのセッ
トを含んでもよい。
【００９２】
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　図9は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするUE通信マ
ネージャ915のブロック図900を示す。UE通信マネージャ915は、図7、図8、および図10を
参照しながら説明したUE通信マネージャ715、UE通信マネージャ815、またはUE通信マネー
ジャ1015の態様の一例であり得る。UE通信マネージャ915は、反復シーケンス構成要素920
、ビーム方向構成要素925、DFT構成要素930、IDFT構成要素935、同期構成要素940、トー
ン間隔構成要素945、周波数シフト構成要素950、カバーコード構成要素955、およびデマ
ッピング構成要素960を含み得る。これらの構成要素の各々は、直接または間接的に(たと
えば、1つまたは複数のバスを介して)互いと通信している場合がある。
【００９３】
　反復シーケンス構成要素920は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復のセット
を識別し得る。いくつかの場合には、同期信号はシンボルのセットを含み、シンボルのセ
ットの各々はシーケンスの時間ドメイン反復を含む。
【００９４】
　ビーム方向構成要素925は、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通信する
ための好ましいビーム方向を識別し得る。DFT構成要素930は、同期信号に対して離散フー
リエ変換(DFT)を実行し得る。
【００９５】
　IDFT構成要素935は、DFTの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行し、同期信号
の1つまたは複数の拡張トーンサンプルを識別し得、IFFTは、1つまたは複数の拡張トーン
サンプルに基づく。いくつかの場合には、DFTは高速フーリエ変換(FFT)を含むか、または
IDFTは逆高速フーリエ変換(IFFT)を含む。いくつかの場合には、1つまたは複数の拡張ト
ーンサンプルは、1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサンプルを含む。
【００９６】
　同期構成要素940は、IDFTの出力に基づいて無線機を同調させ得る。
【００９７】
　トーン間隔構成要素945は、同期信号を受信するためのトーンのセットを識別すること
であって、同期信号は、トーンのセットのサブセットを使用して受信され、シーケンスの
時間ドメイン反復のセットを含む単一のシンボルを含む、識別することと、トーンのセッ
トのサブセットに基づいて情報の1つまたは複数のビットを識別することと、指向性送信
の追加の同期信号の識別子に基づいてトーンのセットのサブセットを識別することとを行
い得る。いくつかの場合には、トーンのセットのサブセットは、同期信号を送信するため
に使用されない空きトーンのサブセットによって分離された等間隔のトーンのサブセット
を含む。いくつかの場合には、同期信号は、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きい
トーン間隔と、追加の信号のシンボル持続時間よりも小さいシンボル持続時間とを含む。
【００９８】
　周波数シフト構成要素950は、追加の信号の識別子に基づいてシンボルのセットの各々
に対する周波数シフトを識別し得る。いくつかの場合には、シンボルのセットの各々は、
シンボルのセットのうちの少なくとも1つのシンボルに対する周波数シフトとは異なる周
波数シフトを使用して受信される。
【００９９】
　カバーコード構成要素955は、同期信号のシンボルのセットのためのカバーコードを識
別し、カバーコードに基づいて同期信号に対して相関手順を実行し、相関手順に基づいて
同期信号のシンボルのセットのためのカバーコードを識別し、カバーコードに基づいて情
報の1つまたは複数のビットを識別し得る。いくつかの場合には、カバーコードは、前の
同期信号の識別子に基づいて識別される。
【０１００】
　デマッピング構成要素960は、DFTの出力に対してサブキャリアデマッピングを実行し得
、DFTの出力に対してIDFTを実行することは、サブキャリアデマッピングの出力に対してI
DFTを実行することを含む。
【０１０１】



(19) JP 2019-522407 A 2019.8.8

10

20

30

40

50

　図10は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイ
ス1005を含むシステム1000の図を示す。デバイス1005は、たとえば、図1、図7および図8
を参照しながら上記で説明したようなワイヤレスデバイス705、ワイヤレスデバイス805、
またはUE115の構成要素の一例であり得るか、またはそれらの構成要素を含み得る。
【０１０２】
　デバイス1005は、UE通信マネージャ1015、プロセッサ1020、メモリ1025、ソフトウェア
1030、トランシーバ1035、アンテナ1040、およびI/Oコントローラ1045を含め、通信を送
信および受信するための構成要素を含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素
を含み得る。
【０１０３】
　プロセッサ1020は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッ
サ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、特定用
途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構成要
素、またはそれらの任意の組合せ)を含み得る。いくつかの場合には、プロセッサ1020は
、メモリコントローラを使用してメモリアレイを動作させるように構成され得る。他の場
合には、メモリコントローラは、プロセッサ1020に組み込まれ得る。プロセッサ1020は、
様々な機能(たとえば、最適化された2次同期信号をサポートする機能またはタスク)を実
行するために、メモリに記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように構成され得る
。
【０１０４】
　メモリ1025は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ1025は、実行されると、本明細書で説明する様々な機能をプロセッサに実行させ
る命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア1030を記憶し得る
。いくつかの場合には、メモリ1025は、とりわけ、周辺構成要素またはデバイスとの対話
などの基本的なハードウェア動作および/またはソフトウェア動作を制御し得る、基本入
出力システム(BIOS)を含むことができる。
【０１０５】
　ソフトウェア1030は、最適化された2次同期信号をサポートするためのコードを含め、
本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソフトウェア1030は、システムメモリ
または他のメモリなどの非一時的コンピュータ可読媒体に記憶され得る。いくつかの場合
には、ソフトウェア1030は、プロセッサによって直接実行可能ではないことがあるが、(
たとえば、コンパイルされ、実行されると)本明細書で説明する機能をコンピュータに実
行させ得る。
【０１０６】
　トランシーバ1035は、上記で説明したように、1つまたは複数のアンテナ、ワイヤード
リンクまたはワイヤレスリンクを介して双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ10
35は、ワイヤレストランシーバを表し得、別のワイヤレストランシーバと双方向に通信し
得る。トランシーバ1035はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために
アンテナに与え、アンテナから受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。
【０１０７】
　いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ1040を含み得る。しかし
ながら、いくつかの場合には、デバイスは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受
信することが可能であり得る2つ以上のアンテナ1040を有し得る。
【０１０８】
　I/Oコントローラ1045は、デバイス1005の入力信号および出力信号を管理し得る。I/Oコ
ントローラ1045はまた、デバイス1005に組み込まれていない周辺機器を管理し得る。いく
つかの場合には、I/Oコントローラ1045は、外部の周辺機器への物理接続またはポートを
表し得る。いくつかの場合には、I/Oコントローラ1045は、iOS(登録商標)、ANDROID(登録
商標)、MS-DOS(登録商標)、MS-WINDOWS(登録商標)、OS/2(登録商標)、UNIX(登録商標)、L
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INUX(登録商標)などのオペレーティングシステム、または別の知られているオペレーティ
ングシステムを利用し得る。
【０１０９】
　図11は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤ
レスデバイス1105のブロック図1100を示す。ワイヤレスデバイス1105は、図1を参照しな
がら説明したような基地局105の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス1105は、受
信機1110、基地局通信マネージャ1115、および送信機1120を含み得る。ワイヤレスデバイ
ス1105はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(たとえば、1つまた
は複数のバスを介して)互いと通信している場合がある。
【０１１０】
　受信機1110は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御
チャネル、データチャネルなど)に関連付けられた制御情報などの情報、および最適化さ
れた2次同期信号に関する情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に渡され
得る。受信機1110は、図14を参照しながら説明するトランシーバ1435の態様の一例であり
得る。
【０１１１】
　基地局通信マネージャ1115は、図14を参照しながら説明する基地局通信マネージャ1415
の態様の一例であり得る。基地局通信マネージャ1115は、同期信号を生成することであっ
て、同期信号は、シーケンスの時間ドメイン反復のセットを含む、生成することと、同期
信号を生成することと、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実
行することと、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行す
ることとを行い得る。
【０１１２】
　送信機1120は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機1120は、トランシーバモジュールにおいて受信機1110とコロケートさ
れ得る。たとえば、送信機1120は、図14を参照しながら説明するトランシーバ1435の態様
の一例であり得る。送信機1120は、単一のアンテナを含んでもよく、またはアンテナのセ
ットを含んでもよい。
【０１１３】
　送信機1120は、同期信号をUEに送信し、IDFTの出力をUEに送信し得る。いくつかの場合
には、同期信号は指向性送信において送信される。いくつかの場合には、指向性送信はミ
リ波(mmW)送信を含む。いくつかの場合には、同期信号は2次同期信号(SSS)である。
【０１１４】
　図12は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするワイヤ
レスデバイス1205のブロック図1200を示す。ワイヤレスデバイス1205は、図1および図11
を参照しながら説明したようなワイヤレスデバイス1105または基地局105の態様の一例で
あり得る。ワイヤレスデバイス1205は、受信機1210、基地局通信マネージャ1215、および
送信機1220を含み得る。ワイヤレスデバイス1205はまた、プロセッサを含み得る。これら
の構成要素の各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いと通信している場
合がある。
【０１１５】
　受信機1210は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御
チャネル、データチャネルなど)に関連付けられた制御情報などの情報、および最適化さ
れた2次同期信号に関する情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に渡され
得る。受信機1210は、図14を参照しながら説明するトランシーバ1435の態様の一例であり
得る。
【０１１６】
　基地局通信マネージャ1215は、図14を参照しながら説明する基地局通信マネージャ1415
の態様の一例であり得る。基地局通信マネージャ1215はまた、同期信号構成要素1225、DF
T構成要素1230、およびIDFT構成要素1235を含み得る。
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【０１１７】
　同期信号構成要素1225は、同期信号を生成することであって、同期信号は、シーケンス
の時間ドメイン反復のセットを含む、生成することと、同期信号を生成することとを行い
得る。いくつかの場合には、同期信号は、シーケンスの時間ドメイン反復のセットを含む
単一のシンボルを含む。
【０１１８】
　DFT構成要素1230は、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行
し、1つまたは複数の拡張トーンサンプルを同期信号に付加し得、FFTプリコーディングま
たはIDFTは、1つまたは複数の拡張トーンサンプルに基づく。いくつかの場合には、DFTプ
リコーディングは高速フーリエ変換(FFT)プリコーディングを含むか、またはIDFTは逆高
速フーリエ変換(IFFT)を含む。いくつかの場合には、1つまたは複数の拡張トーンサンプ
ルは、1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサンプルを含む。
【０１１９】
　IDFT構成要素1235は、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)
を実行し得る。
【０１２０】
　送信機1220は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機1220は、トランシーバモジュールにおいて受信機1210とコロケートさ
れ得る。たとえば、送信機1220は、図14を参照しながら説明するトランシーバ1435の態様
の一例であり得る。送信機1220は、単一のアンテナを含んでもよく、またはアンテナのセ
ットを含んでもよい。
【０１２１】
　図13は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートする基地局
通信マネージャ1315のブロック図1300を示す。基地局通信マネージャ1315は、図14を参照
しながら説明する基地局通信マネージャ1415の態様の一例であり得る。基地局通信マネー
ジャ1315は、同期信号構成要素1320、DFT構成要素1325、IDFT構成要素1330、トーン間隔
構成要素1335、反復シーケンス構成要素1340、周波数シフト構成要素1345、カバーコード
構成要素1350、およびサブキャリアマッピング構成要素1355を含み得る。これらの構成要
素の各々は、直接または間接的に(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いと通信
している場合がある。
【０１２２】
　同期信号構成要素1320は、同期信号を生成することであって、同期信号は、シーケンス
の時間ドメイン反復のセットを含む、生成することと、同期信号を生成することとを行い
得る。いくつかの場合には、同期信号は、シーケンスの時間ドメイン反復のセットを含む
単一のシンボルを含む。
【０１２３】
　DFT構成要素1325は、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコーディングを実行
し、1つまたは複数の拡張トーンサンプルを同期信号に付加し得、FFTプリコーディングま
たはIDFTは、1つまたは複数の拡張トーンサンプルに基づく。いくつかの場合には、DFTプ
リコーディングは高速フーリエ変換(FFT)プリコーディングを含むか、またはIDFTは逆高
速フーリエ変換(IFFT)を含む。いくつかの場合には、1つまたは複数の拡張トーンサンプ
ルは、1つまたは複数のサイクリック拡張トーンサンプルを含む。IDFT構成要素1330は、D
FTプリコーディングの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行し得る。
【０１２４】
　トーン間隔構成要素1335は、同期信号を送信するためのトーンのセットを識別し、1つ
または複数の情報ビットを識別し、1つまたは複数の情報ビットに基づいてトーンのセッ
トのサブセットを選択し得、同期信号は、トーンのセットのサブセットを使用して送信さ
れる。いくつかの場合には、トーンのセットのサブセットは、同期信号を送信するために
使用されない空きトーンのサブセットによって分離された等間隔のトーンのサブセットを
含む。いくつかの場合には、同期信号は、送信の追加の信号のトーン間隔よりも大きいト
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ーン間隔と、追加の信号のシンボル持続時間よりも小さいシンボル持続時間とを含む。
【０１２５】
　反復シーケンス構成要素1340は、同期信号内で反復されるべきサブシーケンスを生成し
得る。いくつかの場合には、同期信号はシンボルのセットを含み、シンボルのセットの各
々はシーケンスの時間ドメイン反復を含む。
【０１２６】
　周波数シフト構成要素1345は、追加の同期信号の識別子に基づいてシンボルのセットの
各々に対する周波数シフトを識別し得る。いくつかの場合には、シンボルのセットの各々
は、シンボルのセットのうちの少なくとも1つのシンボルに対する周波数シフトとは異な
る周波数シフトを使用して送信される。
【０１２７】
　カバーコード構成要素1350は、同期信号のシンボルのセットのためのカバーコードを選
択することであって、同期信号は、カバーコードに基づいて送信される、選択することと
、UEのための1つまたは複数の情報ビットを識別することであって、カバーコードは、1つ
または複数の情報ビットに基づいて選択される、識別することとを行い得る。
【０１２８】
　サブキャリアマッピング構成要素1355は、DFTプリコーディングの出力に対してサブキ
ャリアマッピングを実行し得、DFTプリコーディングの出力に対してIDFTを実行すること
は、サブキャリアマッピングの出力に対してIDFTを実行することを含む。
【０１２９】
　図14は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号をサポートするデバイ
ス1405を含むシステム1400の図を示す。デバイス1405は、たとえば、図1を参照しながら
上記で説明したような基地局105の構成要素の一例であり得るか、またはそれらの構成要
素を含み得る。
【０１３０】
　デバイス1405は、基地局通信マネージャ1415、プロセッサ1420、メモリ1425、ソフトウ
ェア1430、トランシーバ1435、アンテナ1440、ネットワーク通信マネージャ1445、および
基地局通信マネージャ1450を含め、通信を送信および受信するための構成要素を含む、双
方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。
【０１３１】
　プロセッサ1420は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッ
サ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、特定用
途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構成要
素、またはそれらの任意の組合せ)を含み得る。いくつかの場合には、プロセッサ1420は
、メモリコントローラを使用してメモリアレイを動作させるように構成され得る。他の場
合には、メモリコントローラは、プロセッサ1420に組み込まれ得る。プロセッサ1420は、
様々な機能(たとえば、最適化された2次同期信号をサポートする機能またはタスク)を実
行するために、メモリに記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように構成され得る
。
【０１３２】
　メモリ1425は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ1425は、実行されると、本明細書で説明する様々な機能をプロセッサに実行させ
る命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア1430を記憶し得る
。いくつかの場合には、メモリ1425は、とりわけ、周辺構成要素またはデバイスとの対話
などの基本的なハードウェア動作および/またはソフトウェア動作を制御し得る、基本入
出力システム(BIOS)を含むことができる。
【０１３３】
　ソフトウェア1430は、最適化された2次同期信号をサポートするためのコードを含め、
本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソフトウェア1430は、システムメモリ
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または他のメモリなどの非一時的コンピュータ可読媒体に記憶され得る。いくつかの場合
には、ソフトウェア1430は、プロセッサによって直接実行可能ではないことがあるが、(
たとえば、コンパイルされ、実行されると)本明細書で説明する機能をコンピュータに実
行させ得る。
【０１３４】
　トランシーバ1435は、上記で説明したように、1つまたは複数のアンテナ、ワイヤード
リンクまたはワイヤレスリンクを介して双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ14
35は、ワイヤレストランシーバを表し得、別のワイヤレストランシーバと双方向に通信し
得る。トランシーバ1435はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために
アンテナに与え、アンテナから受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。
【０１３５】
　いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ1440を含み得る。しかし
ながら、いくつかの場合には、デバイスは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受
信することが可能であり得る2つ以上のアンテナ1440を有し得る。
【０１３６】
　ネットワーク通信マネージャ1445は、(たとえば、1つまたは複数のワイヤードバックホ
ールリンクを介して)コアネットワークとの通信を管理し得る。たとえば、ネットワーク
通信マネージャ1445は、1つまたは複数のUE115などのクライアントデバイスのためのデー
タ通信の転送を管理し得る。
【０１３７】
　基地局通信マネージャ1450は、他の基地局105との通信を管理し得、他の基地局105と協
調してUE115との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。た
とえば、基地局通信マネージャ1450は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの
様々な干渉軽減技法のために、UE115への送信のためのスケジューリングを協調させ得る
。いくつかの例では、基地局通信マネージャ1450は、基地局105間の通信を行うために、L
TE/LTE-Aワイヤレス通信ネットワーク技術内のX2インターフェースを提供し得る。
【０１３８】
　図15は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法1500を示
すフローチャートを示す。方法1500の動作は、本明細書で説明するように、UE115または
その構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1500の動作は、図7～図10を参照し
ながら説明したように、UE通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、UE
115は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は、専用ハードウェアを使用し
て、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１３９】
　ブロック1505において、UE115は、同期信号を受信し得る。ブロック1505の動作は、図1
～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1
505の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、受信機によって実行され
得る。
【０１４０】
　ブロック1510において、UE115は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復のセッ
トを識別し得る。ブロック1510の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って
実行され得る。いくつかの例では、ブロック1510の動作の態様は、図7～図10を参照しな
がら説明したように、反復シーケンス構成要素によって実行され得る。
【０１４１】
　ブロック1515において、UE115は、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通
信するための好ましいビーム方向を識別し得る。ブロック1515の動作は、図1～図6を参照
しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1515の動作の
態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、ビーム方向構成要素によって実行さ
れ得る。
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【０１４２】
　図16は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法1600を示
すフローチャートを示す。方法1600の動作は、本明細書で説明するように、UE115または
その構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1600の動作は、図7～図10を参照し
ながら説明したように、UE通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、UE
115は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は、専用ハードウェアを使用し
て、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１４３】
　ブロック1605において、UE115は、同期信号を受信するためのトーンのセットを識別し
得、同期信号は、トーンのセットのサブセットを使用して受信され、シーケンスの時間ド
メイン反復のセットを含む単一のシンボルを含む。ブロック1605の動作は、図1～図6を参
照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1605の動作
の態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、トーン間隔構成要素によって実行
され得る。
【０１４４】
　ブロック1610において、UE115は、同期信号を受信し得る。ブロック1610の動作は、図1
～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1
610の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、受信機によって実行され
得る。
【０１４５】
　ブロック1615において、UE115は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復のセッ
トを識別し得る。ブロック1615の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って
実行され得る。いくつかの例では、ブロック1615の動作の態様は、図7～図10を参照しな
がら説明したように、反復シーケンス構成要素によって実行され得る。
【０１４６】
　ブロック1620において、UE115は、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通
信するための好ましいビーム方向を識別し得る。ブロック1620の動作は、図1～図6を参照
しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1620の動作の
態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、ビーム方向構成要素によって実行さ
れ得る。
【０１４７】
　図17は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法1700を示
すフローチャートを示す。方法1700の動作は、本明細書で説明するように、UE115または
その構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1700の動作は、図7～図10を参照し
ながら説明したように、UE通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、UE
115は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は、専用ハードウェアを使用し
て、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１４８】
　ブロック1705において、UE115は、指向性送信において同期信号および追加の同期信号
を受信し得る。いくつかの場合には、同期信号は、送信の追加の信号のトーン間隔よりも
大きいトーン間隔と、追加の信号のシンボル持続時間よりも小さいシンボル持続時間とを
含む。ブロック1705の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得
る。いくつかの例では、ブロック1705の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明し
たように、受信機によって実行され得る。
【０１４９】
　ブロック1710において、UE115は、同期信号内のシーケンスの時間ドメイン反復のセッ
トを識別し得る。ブロック1710の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って
実行され得る。いくつかの例では、ブロック1710の動作の態様は、図7～図10を参照しな
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がら説明したように、反復シーケンス構成要素によって実行され得る。
【０１５０】
　ブロック1715において、UE115は、シーケンスの反復のセットに基づいて、基地局と通
信するための好ましいビーム方向を識別し得る。ブロック1715の動作は、図1～図6を参照
しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1715の動作の
態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、ビーム方向構成要素によって実行さ
れ得る。
【０１５１】
　図18は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法1800を示
すフローチャートを示す。方法1800の動作は、本明細書で説明するように、UE115または
その構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1800の動作は、図7～図10を参照し
ながら説明したように、UE通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、UE
115は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は、専用ハードウェアを使用し
て、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１５２】
　ブロック1805において、UE115は、同期信号を受信し得る。ブロック1805の動作は、図1
～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1
805の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、受信機によって実行され
得る。
【０１５３】
　ブロック1810において、UE115は、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)を実行し得
る。ブロック1810の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る
。いくつかの例では、ブロック1810の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明した
ように、DFT構成要素によって実行され得る。
【０１５４】
　ブロック1815において、UE115は、DFTの出力に対して逆離散フーリエ変換(IDFT)を実行
し得る。ブロック1815の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され
得る。いくつかの例では、ブロック1815の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明
したように、IDFT構成要素によって実行され得る。
【０１５５】
　ブロック1820において、UE115は、IDFTの出力に基づいて無線機を同調させ得る。ブロ
ック1820の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつ
かの例では、ブロック1820の動作の態様は、図7～図10を参照しながら説明したように、
同期構成要素によって実行され得る。
【０１５６】
　図19は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法1900を示
すフローチャートを示す。方法1900の動作は、本明細書で説明するように、基地局105ま
たはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1900の動作は、図11～図14を参
照しながら説明したように、基地局通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例
では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御す
るためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局105は、専用ハー
ドウェアを使用して、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１５７】
　ブロック1905において、基地局105は、同期信号を生成し得、同期信号は、シーケンス
の時間ドメイン反復のセットを含む。ブロック1905の動作は、図1～図6を参照しながら説
明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1905の動作の態様は、図
11～図14を参照しながら説明したように、同期信号構成要素によって実行され得る。
【０１５８】
　ブロック1910において、基地局105は、同期信号をUEに送信し得る。ブロック1910の動
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作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、
ブロック1910の動作の態様は、図11～図14を参照しながら説明したように、送信機によっ
て実行され得る。
【０１５９】
　図20は、本開示の様々な態様による、最適化された2次同期信号のための方法2000を示
すフローチャートを示す。方法2000の動作は、本明細書で説明するように、基地局105ま
たはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法2000の動作は、図11～図14を参
照しながら説明したように、基地局通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例
では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御す
るためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局105は、専用ハー
ドウェアを使用して、以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１６０】
　ブロック2005において、基地局105は、同期信号を生成し得る。ブロック2005の動作は
、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロ
ック2005の動作の態様は、図11～図14を参照しながら説明したように、同期信号構成要素
によって実行され得る。
【０１６１】
　ブロック2010において、基地局105は、同期信号に対して離散フーリエ変換(DFT)プリコ
ーディングを実行し得る。ブロック2010の動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法
に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック2010の動作の態様は、図11～図14を
参照しながら説明したように、DFT構成要素によって実行され得る。
【０１６２】
　ブロック2015において、基地局105は、DFTプリコーディングの出力に対して逆離散フー
リエ変換(IDFT)を実行し得る。ブロック2015の動作は、図1～図6を参照しながら説明した
方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック2015の動作の態様は、図11～図
14を参照しながら説明したように、IDFT構成要素によって実行され得る。
【０１６３】
　ブロック2020において、基地局105は、IDFTの出力をUEに送信し得る。ブロック2020の
動作は、図1～図6を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では
、ブロック2020の動作の態様は、図11～図14を参照しながら説明したように、送信機によ
って実行され得る。
【０１６４】
　上記で説明した方法は、可能な実装形態について説明しており、動作およびステップは
、他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、または他の方法で修正され得るこ
とに留意されたい。さらに、方法のうちの2つ以上からの態様が組み合わされてもよい。
【０１６５】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続(CDMA)、時分割多元接続(TDMA)、周波数
分割多元接続(FDMA)、直交周波数分割多元接続(OFDMA)、シングルキャリア周波数分割多
元接続(SC-FDMA)、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され
得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される
。符号分割多元接続(CDMA)システムは、CDMA2000、ユニバーサル地上波無線アクセス(UTR
A)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856規
格をカバーする。IS-2000リリースは、一般に、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれることがあ
る。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、高速パケットデータ(HRPD)などと
呼ばれる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登録商標))およびCDMAの他の変形態を含む。時分
割多元接続(TDMA)システムは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))など
の無線技術を実装し得る。
【０１６６】
　直交周波数分割多元接続(OFDMA)システムは、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、
発展型UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDM



(27) JP 2019-522407 A 2019.8.8

10

20

30

40

50

などの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバーサルモバイルテレコミュニ
ケーションズシステム(UMTS)の一部である。3GPPロングタームエボリューション(LTE)お
よびLTEアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するユニバーサルモバイルテレコミュニケ
ーションズシステム(UMTS)の新しいリリースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、
およびモバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))は、「第3世代パートナーシッ
ププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている。CDMA2000および
UMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)という名称の組織からの文書
に記載されている。本明細書で説明する技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならび
に他のシステムおよび無線技術に使用され得る。例としてLTEシステムの態様について説
明する場合があり、説明の大部分においてLTE用語が使用される場合があるが、本明細書
で説明する技法は、LTE適用例以外に適用可能である。
【０１６７】
　本明細書で説明するそのようなネットワークを含むLTE/LTE-Aネットワークでは、発展
型ノードB(eNB)という用語は、一般に、基地局を表すために使用され得る。本明細書で説
明する1つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの発展型ノードB(eNB)
が様々な地理的領域にカバレージを提供する、異種LTE/LTE-Aネットワークを含み得る。
たとえば、各eNBまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセル
に通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局
に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基
地局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る。
【０１６８】
　基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、
ノードB、eノードB(eNB)、ホームノードB、ホームeノードB、または何らかの他の適切な
用語を含み得るか、または当業者によってそのように呼ばれ得る。基地局のための地理的
カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る。
本明細書で説明する1つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの基地局(
たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局)を含み得る。本明細書で説明す
るUEは、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局などを含む、様々なタイプの基地局お
よびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術のための重複する地
理的カバレージエリアがあり得る。
【０１６９】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを
可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じまたはマクロ
セルとは異なる(たとえば、認可、無認可などの)周波数帯域で動作し得る低電力基地局で
ある。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイクロセ
ルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワーク
プロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムト
セルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーし得、フェムトセルとの関連付け
を有するUE(たとえば、限定加入者グループ(CSG)内のUE、自宅内のユーザのためのUEなど
)による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マクロeNBと呼ばれ
ることがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトeNB、
またはホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数(たとえば、2つ、3つ、4
つなど)のセル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。UEは、マクロeNB
、スモールセルeNB、中継基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク
機器と通信することが可能であり得る。
【０１７０】
　本明細書で説明する1つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作または非同
期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有する
ことがあり、異なる基地局からの送信は時間的にほぼ整合されることがある。非同期動作
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の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有することがあり、異なる基地局からの送
信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同
期動作のいずれかに使用され得る。
【０１７１】
　本明細書で説明するダウンリンク送信は、順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ア
ップリンク送信は、逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図1および図2の
ワイヤレス通信システム100および200を含む、本明細書で説明する各通信リンクは、1つ
または複数のキャリアを含み得、各キャリアは、複数のサブキャリア(たとえば、異なる
周波数の波形信号)で構成される信号であり得る。
【０１７２】
　添付の図面に関して本明細書に記載した説明は、例示的な構成について説明しており、
実装される場合があるかまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すものではない。
本明細書で使用する「例示的」という用語は、「例、事例、または例示として役立つ」こ
とを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味するものではない。詳細
な説明は、説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これ
らの技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明した
例の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造およびデバイスがブ
ロック図の形態で示されている。
【０１７３】
　添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有する場合がある。さ
らに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素
を区別する第2のラベルとを続けることによって区別される場合がある。第1の参照ラベル
のみが本明細書で使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参
照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【０１７４】
　本明細書で説明する情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用
して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマ
ンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もし
くは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る
。
【０１７５】
　本明細書の本開示に関して説明する様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用
プロセッサ、DSP、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートも
しくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明する機能を
実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用
プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来
のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロ
セッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、デジタル信号プロセッ
サ(DSP)とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する
1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成)として実装さ
れ得る。
【０１７６】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令
またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され得るか、またはコンピュータ可読
媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許
請求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プ
ロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイ
ヤリング、またはこれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特
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徴はまた、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲内を含めて本明
細書で使用する場合、項目のリスト(たとえば、「のうちの少なくとも1つ」または「のう
ちの1つまたは複数」などの句で終わる項目のリスト)において使用される「または」は、
たとえば、A、B、またはCのうちの少なくとも1つのリストが、AまたはBまたはCまたはAB
またはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するような包括的リスト
を示す。
【０１７７】
　コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へ
のコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。
非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用
可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は、RAM
、ROM、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、コンパクトディスク(
CD)ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用も
しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の非一時的媒体を含むことがで
きる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL
)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク
(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク(登録商標)(disc)、光ディスク(d
isc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)およびBlu-ray(
登録商標)ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピ
ュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７８】
　本明細書での説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするために与
えられる。本開示の様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で定義する一
般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがって
、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されず、本明細書で開示する原理お
よび新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１７９】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局、eノードB(eNB)
　　105-a、105-b、105-c　基地局
　　110　地理的カバレージエリア
　　115、115-a、115-b、115-c　UE
　　125　通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
　　134　バックホールリンク
　　200　ワイヤレス通信システム
　　205　ビーム
　　300　反復同期信号シーケンス構成
　　305　周波数領域
　　310、310-a、310-b　同期信号サンプルトーン
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　　315　ヌルトーン
　　320　IDFT
　　325　CP追加プロセス
　　330　時間領域
　　335　CP
　　340　同期信号サブシンボル
　　400　反復同期信号シーケンス構成
　　405　周波数領域
　　410、410-a、410-b　同期信号サンプルトーン
　　415　IDFT
　　420　CP追加プロセス
　　425　時間領域
　　430　CP
　　435　同期信号シンボル
　　500　プロセスフロー
　　600　プロセスフロー
　　700　ブロック図
　　705　ワイヤレスデバイス
　　710　受信機
　　715　UE通信マネージャ
　　720　送信機
　　800　ブロック図
　　805　ワイヤレスデバイス
　　810　受信機
　　815　UE通信マネージャ
　　820　送信機
　　825　反復シーケンス構成要素
　　830　ビーム方向構成要素
　　835　DFT構成要素
　　840　IDFT構成要素
　　845　同期構成要素
　　900　ブロック図
　　915　UE通信マネージャ
　　920　反復シーケンス構成要素
　　925　ビーム方向構成要素
　　930　DFT構成要素
　　935　IDFT構成要素
　　940　同期構成要素
　　945　トーン間隔構成要素
　　950　周波数シフト構成要素
　　955　カバーコード構成要素
　　960　デマッピング構成要素
　　1000　システム
　　1005　デバイス
　　1015　UE通信マネージャ
　　1020　プロセッサ
　　1025　メモリ
　　1030　ソフトウェア
　　1035　トランシーバ
　　1040　アンテナ
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　　1045　I/Oコントローラ
　　1100　ブロック図
　　1105　ワイヤレスデバイス
　　1110　受信機
　　1115　基地局通信マネージャ
　　1120　送信機
　　1200　ブロック図
　　1205　ワイヤレスデバイス
　　1210　受信機
　　1215　基地局通信マネージャ
　　1220　送信機
　　1225　同期信号構成要素
　　1230　DFT構成要素
　　1235　IDFT構成要素
　　1300　ブロック図
　　1315　基地局通信マネージャ
　　1320　同期信号構成要素
　　1325　DFT構成要素
　　1330　IDFT構成要素
　　1335　トーン間隔構成要素
　　1340　反復シーケンス構成要素
　　1345　周波数シフト構成要素
　　1350　カバーコード構成要素
　　1355　サブキャリアマッピング構成要素
　　1400　システム
　　1405　デバイス
　　1415　基地局通信マネージャ
　　1420　プロセッサ
　　1425　メモリ
　　1430　ソフトウェア
　　1435　トランシーバ
　　1440　アンテナ
　　1445　ネットワーク通信マネージャ
　　1450　基地局通信マネージャ
　　1500　方法
　　1600　方法
　　1700　方法
　　1800　方法
　　1900　方法
　　2000　方法
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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